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JaSST Review開幕！ 

ご参加いただき 

ありがとうございます！ 



JaSST プレミアムスポンサー協賛企業 

 

 



JaSST Review’19 スポンサー協賛企業 

JSTQB 

デンソークリエイト 



自己紹介 

● 風間裕也 

● 株式会社ビズリーチ 

● JaSST Review実行委員長 

● NPO法人ASTER正会員 



お伝えしたいこと 

● JaSST Review開催の経緯 

○ ここ1年での変化 

● 聴講者の傾向 

○ 「レビュー」で思い浮かぶものは違う 

● 発表者への依頼内容 



JaSST Review 



なぜJaSSTでレビュー？ 

● JaSSTはソフトウェアテストを扱っているシンポジウム 

● JSTQB（ソフトウェアテスト技術者資格認定）には、「静的技法

でテストできる方法の一つ」として紹介 

○ 2019年改訂版ではレビューの記載文量が約2倍に 

● JaSSTで取り上げる事例の一分野にレビューがある 



2016〜2018年のJaSSTにおける 
レビューに関する事例一覧 

● 全セッション…約240セッション 

● レビューが題材のセッション…5セッションのみ 
○ 「レビュー目的･観点設定の効果と課題」(JaSST’16 Tokyo) 

○ 「なんとなく実施するレビューからの脱却 ～目的・観点設定に基づく 

レビューの効果を体感してみよう！」(JaSST’16 Shikoku) 

○ 「新入社員が多い中で効果的なレビューを行うための方法 

レビューの準備からフィードバックまでの工夫」(JaSST’17 Hokkaido) 

○ 「静的解析とチーム間レビュープロセス」(JaSST’18 Tokyo) 

○ 「『超』やさしいレビュー　～開発とQAに壁はない！～」(JaSST’18 Kansai) 



2016〜2019年のJaSSTにおける 
レビューに関する事例一覧 

● 全セッション…約320セッション 

● レビューが題材のセッション…9セッション 
○ 「レビュー目的･観点設定の効果と課題」(JaSST’16 Tokyo) 

○ 「なんとなく実施するレビューからの脱却 ～目的・観点設定に基づく 

レビューの効果を体感してみよう！」(JaSST’16 Shikoku) 

○ 「新入社員が多い中で効果的なレビューを行うための方法 

レビューの準備からフィードバックまでの工夫」(JaSST’17 Hokkaido) 

○ 「静的解析とチーム間レビュープロセス」(JaSST’18 Tokyo) 

○ 「『超』やさしいレビュー　～開発とQAに壁はない！～」(JaSST’18 Kansai) 

○ 「そのレビュー、大丈夫ですか？ ～現状レビューの問題発見・解決」 

(JaSST’19 Hokuriku) 

○ 「レビューのキキメ　～あなたのレビューは何のため？」(JaSST’19 Niigata) 

○ 「エンタープライズシステムでのレビューによる品質向上」(JaSST’19 Niigata) 

○ 「実践コードレビュー」(JaSST’19 Niigata) 



2016〜2019年のJaSSTにおける 
レビューに関する事例一覧 

● 全セッション…約320セッション 

● レビューが題材のセッション…9セッション 
○ 「レビュー目的･観点設定の効果と課題」(JaSST’16 Tokyo) 

○ 「なんとなく実施するレビューからの脱却 ～目的・観点設定に基づく 

レビューの効果を体感してみよう！」(JaSST’16 Shikoku) 

○ 「新入社員が多い中で効果的なレビューを行うための方法 

レビューの準備からフィードバックまでの工夫」(JaSST’17 Hokkaido) 

○ 「静的解析とチーム間レビュープロセス」(JaSST’18 Tokyo) 

○ 「『超』やさしいレビュー　～開発とQAに壁はない！～」(JaSST’18 Kansai) 

○ 「そのレビュー、大丈夫ですか？ ～現状レビューの問題発見・解決」 

(JaSST’19 Hokuriku) 

○ 「レビューのキキメ　～あなたのレビューは何のため？」(JaSST’19 Niigata) 

○ 「エンタープライズシステムでのレビューによる品質向上」(JaSST’19 Niigata) 

○ 「実践コードレビュー」(JaSST’19 Niigata) 

安達 

風間 



聴講者の皆さんへの 
事前アンケート結果 



結果1: 製品分野 



結果2: あなたの役割 



結果3: 業務経験年数 



結果4: レビューにおける立場 
※複数回答あり 



結果5: レビューの対象物 

出典：JaSST'12 Tokyo 鈴木三紀夫  「Wモデルとは何か」

http://jasst.jp/symposium/jasst12tokyo/pdf/D4-1.pdf を元に作成



結果5: レビューの対象物 
※複数回答あり 



結果6: リーディング技法 
※複数回答あり 



結果7: レビューを行うタイミング 
※複数回答あり 



JaSST Review’19の狙いと 
各講演者への発表依頼内容 



今回のJaSST Reviewの狙い 

前回の成果を引き継ぎつつ、 

より「レビューで指摘するときの思考」に 

着目してまいります。 

まずはどのようなバグを狙って見つけに 

いっているのか、成果物のどんなところ、 

レビュイーのどんなことを気にして指摘しているのか、といっ

た議論ができればと考えております。 

（『JaSST Review’19 参加のお誘い』より） 



筑波大学大学院 
津田様への発表依頼内容 

● 文章校正ツールをどのように 

開発したのかお聞きしたい 

 

● レビュー内容の仕組み化の際に 

参考になるのでは？ 

ツール開発者 



三菱スペース・ ソフトウエア 
岡野様への発表依頼内容 

● レビューツールをどのように 

展開しているのかお聞きしたい 

 

● レビューツールの選定や 

ツールも含めたプロセス設計の際に 

参考になるのでは？ 

ツール利用者 



toRuby（とちぎRubyの勉強会） 
深谷様への発表依頼内容 

● 普段の対話の中からを 

どのように違和感を見つける 

のかお聞きしたい 

 

● 違和感の話はレビューMTGを行う人でも 

参考になるのでは？ 

ツール以外 



JaSST Reviewを通じて 
改めてレビューを 

見つめ直してみましょう！ 


